
国土交通省は、羽田空港の新飛行ルート下の川崎

区や東京都の区域に、リーフレット「羽田空港のこれ

から・2025 年 冬号」を全戸に配布しました。安全を

強調していますが、新飛行ルートによる住民の健康と 

生活環境への影響があり、石油コンビナート上空で

航空機事故が発生した場合、約 27 万人が避難を必

要とする可能性があります。 

 

 外国との結びつきは重要ですが、本当に日本の経

済や社会の発展につながるのでしょうか？ 政府は、

地方の経済を活性化するため東京一極集中をやめ、

国際線が就航する地方空港を増やしてきました。（26

空港） ところが、「新飛行ルート」で 180 度方針転換

したのです。日本全体が、地域格差をなくし、等しく

豊かな社会をめざすのであれば、「新飛行ルート」は

直ちに止めるべきではないでしょうか。 

                                     

␣第 6 回固定化回避検討会の結果を分析して国交

省に確認すると、実現可能性があるとしても 10年から 

20年後、しかもその際に見直される検討ルートはC 

滑走路のみ、A 滑走路は現時点では今のままとのこ

と。本気で解決を目指しているようにはとても見えま

せん。川崎区上空ルートは固定化回避の検討課題に 

盛り込まれていません。 

 国交省の騒音対策により大型機で 3.2db、小型機で

1.3db低下していますが、約 2％前後にすぎません。 

騒音値が、ほぼ 80ｄｂ（デシベル）を超えています。 

離陸のとき燃料を満タンにして飛ぶので騒音が非

― ― ―  安心・安全な町づくりを ―――   
 南風の日が多くなり、川崎石油コンビナート上空をひんぱんに飛んでいます。夏に向かって「危ない・

うるさい」日々がつづきます。みなさん、力を合わせて政治を変え、「命が守られ、安全な環境の下で生

活できる」地域にしましょう。５年前までの「海から入って海に出る」東京湾海上ルートに戻させましよう。 

国交省の経済効果 羽田空港は、機能強化に

より、日本と世界をつなぎ、海外からの観光やビ

ジネスなどで訪問する人々が増えました。その波

及効果により、日本全国を活性化することが期待

されています。
国交省が取り組んだ騒音対策は 新飛行経

路の運用時間の限定（15：00～17：00）。騒音の

影響を抑えるため、離陸後、急上昇方式により

高度約 180m に達した後、速やかに海側へ旋

回する。

国交省の固定化回避 2024年 12月 24日、2

年 4か月ぶりに固定化回避検討会が開かれ、

RNP-AR 方式という技術を使えば一部ルート

を見直し騒音低減の実現可能性を示した。下

図は国交省資料をもとに「区民の会」が作成

 騒音・危険・資産価値低下 

 羽田増便による低空飛行ルートに反対する川崎区民の会 
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常に大きくなります。会話ができない、テレビの音が

聞こえない、暑くても窓を空けられない、など生活に

支障が出ています。80ｄｂ・・・走行中電車内、パチン

コ屋の店内（身近の騒音）また、騒音は１５時～19 時

（約３時間程度）と伝えていますが、時間帯に関係なく

離着陸のやり直しのｹｰｽがふえています。 

「たった 3 時間」と国は言うが「その 3 時間が耐えら

れない状況になっていること」を本当に許せないこと

です。1 日の生活の中で大切な時間帯であり、直下

には、乳幼児施設、学校、病院もあります。 

 仕事の都合で睡眠をとっている人もいます。さらに、

航空の専門家は、「飛行時間帯がなし崩し的に拡大

されていくのは火を見るより明らか」、とも言っていま

す。（下図：騒音測定結果 / 測定地点：国立医療品

食品衛星研究所 国土交通省 2024年 12月） 

実際には、年間羽田空港でも 382件〜530件ぐらい 

落下物があります。落下物を発見できていないだけ

です。国交省は主要な空港とその周辺の落下物発生

件数をすべて明らかにするべきです。そうすれば実

態が分かり、そのデータが明らかになれば、都心上

空の低空飛行や、可燃物が集中している川崎コンビ 

ナート上空の飛行がいかに安全に逆行しているかが

明らかになります。虚偽の説明を、住民や自治体に

対して行なっている国交省の責任は重大です。 

東京新聞（ 2022年 3月 17日）によると、14日 

夕、渋谷区役所に匿名男性 から「13日午後 3時半

頃、区内のテニスコートに 航空機から小石位の氷塊

が落下した」と電話が有り、国交省に連絡したという。 

国交省はこの時間帯に新ルートを航空機が降下した

ことを認めたが「事実関係を調査、航空機から落下し 

たかわからないと回答。 

成田空港の落下物対策事例 成田空港周辺に氷塊

等の落下物が止まらない為、着陸前に脚を下げるタ

イミングを陸地から海上に変更することにより落下物

による被害を防止している。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 💻 ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 💻 
 Webで羽田増便による低空飛行ル

ートに反対する「川崎区民の会」

で検索又は URL https://flight-

ｒoute.com と入力してください。 

国交省の落下物対策 2020 年 3 月から運用

を開始した新飛行経路において確認された落

下物は 0件です

≪ 6 ・ 7月行動計画  ≫   

  ☆ JR川崎駅東口宣伝 

     6月 14日 (土)  14時～15時 

     7月 19日 (土)  14時～15時 

  ☆ 拡大世話人会 (プラザ田島実習室） 

     6月 27日 (金)  15時～16：30 

     7月 25日 (金) 15時～16：30 

  ☆ マルエツ前宣伝 

     7月 11日 (金)  15時～16時 

  ☆ 京浜急行川崎大師駅前宣伝 

     6月 11日 (水）  15時～16時 

     6月 28日 (土)  14時～15時 

     7月 26日 (土)  14時～15時 

羽田空港で発

見された件数

国内空港で発

見された総数

2019年度 382 928

2020年度 468 1005

2021年度 530 1064

2022年度 418 992

2024年度 580 692

羽田空港及び国内空港の部品欠落件数

（宮本徹議員に国交省が回答）
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